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4 　規　　程
関西大学博物館規程
 平成 6 年 1 月28日制定
（設置）
第 1条　関西大学学則第65条の 2の規定に基づき、関西大学に関西大学博物館（以下「博物館」
という。）を置く。
（目的）
第 2条　博物館は、考古学、歴史学、民俗学、美学・美術史、産業技術・技術史、自然科学等の
資料並びに図書等（以下「資料等」という。）の収集、整理、保管、展示及び調査研究活動
を行い、大学における教育及び研究の発展のために寄与することを目的とする。
（事業）
第 3条　博物館は、前条に規定する目的を達成するため、次の事業を行う。
⑴　資料等の収集、整理及び保管に関すること。
⑵　資料等の展示及び公開に関すること。
⑶　調査研究活動に関すること。
⑷　調査研究の成果発表及び出版に関すること。
⑸　私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に関すること。
⑹　講演会、講習会、研究会及び展示会の開催に関すること。
⑺　その他必要な事業に関すること。
（研究センター）
第 3条の 2　博物館に前条第 5号の規定に基づく研究センターを設置し、センター長を置く。
2　前項の研究センターの運営に関する規定は別に定める。
（職員）
第 4条　博物館に次の職員を置く。
⑴　館長
⑵　学芸員
⑶　事務職員
2　学芸員は、専任職員をもって充てる。
3　博物館に若干名の非常勤研究員を置くことができる。
（館長）
第 5条　館長は、博物館を代表し、博物館の業務を統括する。
2　館長は、学長の推薦により理事会が任命する。
3　館長の任期は 3年とし、再任を妨げない。
4　館長が欠けたときは、補充しなければならない。この場合において、その任期は、前任
者の残任期間とする。
（学芸員）
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第 6条　学芸員は、博物館資料の収集、整理、保管、展示及び調査研究活動その他これらに関連
する業務を行う。
（非常勤研究員）
第 6条の 2　非常勤研究員は、博物館における調査及び研究を行う。
2　非常勤研究員は、博物館の研究活動に関連する研究実績を有する研究者のうちから博物
館運営委員会の議を経て、館長が委嘱する。
3　非常勤研究員の任期は 1年とする。ただし、館長が認める場合は、再任することができ
る。
4　その他非常勤研究員に関する事項については、別に定める。
（運営委員会）
第 7条　博物館の管理運営に必要な事項を審議するため、博物館運営委員会（以下「委員会」と
いう。）を置く。
（委員会の構成）
第 8条　委員会は、次の者をもって構成する。
⑴　館長
⑵　各学部から選出された専任教育職員　各 1名
⑶　学術情報事務局長及び博物館事務長
2　委員会は、前項に規定する委員のほか、学識経験者若干名を加えることができる。学識
経験者の委嘱は、学長が行う。
3　委員会が必要と認めたときは、委員以外の者に出席を求め、意見を聴くことができる。
（委員の任期）
第 9条　委員（館長を除く。）の任期は 2年とし、再任を妨げない。
2　前条第 1項第 1号及び第 3号に規定する委員の任期は、その在任中とする。
3　前条第 1項第 2号に規定する委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。こ
の場合において、その任期は、前任者の残任期間とする。
（委員会の運営）
第10条　委員会に委員長を置き、館長が当たる。
2　委員会は、必要に応じて委員長が招集し、議長となる。
3　委員会は、委員の過半数の出席をもって成立し、出席委員の過半数の同意をもって決す
る。
（委員会の審議事項）
第11条　委員会は、次の事項を審議する。
⑴　資料等の収集、整理及び保管に関する事項
⑵　博物館の管理運営に関する事項
⑶　調査研究活動に関する事項
⑷　私立大学戦略的研究基盤形成支援事業に関する事項
⑸　博物館実習に関する事項
⑹　博物館の予算に関する事項
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⑺　その他必要な事業に関する事項
（自己点検・評価委員会）
第12条　博物館に関西大学博物館自己点検・評価委員会（以下「自己点検・評価委員会」という。）
を置く。
2　自己点検・評価委員会は、博物館に関する事業の管理及び運営について自己点検・評価
を行う。
3　自己点検・評価委員会に関する規程は、別に定める。
（事務）
第13条　博物館に関する事務は、博物館事務室が行う。
（細則）
第14条　この規程に定めるもののほか、博物館の管理運営上必要な事項は、関西大学博物館規程
細則において規定する。
附　則
1　この規程は、平成 6年 4月 1日から施行する。
2　関西大学考古学等資料室規程（昭和50年10月 1 日制定）は、廃止する。
附　則
この規程（改正）は、平成 8年 4月 1日から施行する。
附　則
この規程（改正）は、平成13年 4 月 1 日から施行する。
附　則
この規程（改正）は、平成14年 4 月 1 日から施行する。
附　則
この規程（改正）は、平成15年 4 月 1 日から施行する。
附　則
1　この規程（改正）は、平成16年 4 月 1 日から施行する。
2　 この規程（改正）施行後最初に第 5条第 2項の規定により選出される博物館長の任期は、
第 5条第 3項の規定にかかわらず平成18年 9 月30日までとする。
附　則
この規程（改正）は、平成17年 4 月 1 日から施行する。
附　則
この規程（改正）は、平成19年 4 月 1 日から施行する。
附　則
この規程（改正）は、平成22年 4 月 1 日から施行する。
附　則
この規程（改正）は、平成22年 5 月 1 日から施行する。
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関西大学博物館規程細則
 平成 6 年 1月28日制定
（趣旨）
第 1条　この細則は、関西大学博物館規程第14条の規定に基づき、同規程の施行について必要な
事項を定めるものとする。
第 2条　削除
（開館時間）
第 3条　博物館の開館時間は、午前10時から午後 4時までとする。
2　館長は、必要があると認めた場合には、前項に規定する開館時間を変更することができ
る。
（休館日）
第 4条　博物館の休館日は、次のとおりとする。
⑴　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第178号）に規定する休日
⑵　日曜日
⑶　本大学記念日
⑷　その他本大学の定める休業日
2　館長は、必要があると認めた場合には、前項に規定する休館日を変更し、又は臨時に休
館日を定めることができる。
（入館手続）
第 5条　博物館に入館する者は、所定の手続をしなければならない。
2　館長は、博物館における教育及び研究活動に支障があると認めた場合には、入館を許可
しないことがある。
（入館料）
第 6条　博物館の入館料は、原則として無料とする。
（入館者の義務）
第 7条　入館者は、施設、資料等を棄損し、又は滅失したときは、直ちに館長に届け出てその指
示に従わなければならない。
2　前項に規定する損害に対しては、入館者は損害賠償の義務を負わなければならない。た
だし、事情によりこれを免除又は軽減することができる。
（資料等の利用）
第 8条　博物館内において資料等の利用を希望する者は、利用許可申請書（様式第 1号）を館長
に提出し、その許可を受けなければならない。
2　館長は、前項の利用許可申請書の提出があったときは、審査のうえ利用許可書（様式第
2号）を交付する。ただし、重要文化財及びこれに準ずる資料については、博物館運営
委員会（以下「委員会」という。）を開催し、その意見を聴いて決定しなければならない。
3　館長は、管理上支障がある場合には、前項に規定する許可を取り消すことができる。
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4 　第 2項の規定による許可を受けた者は、資料等を棄損した場合は、損害賠償の義務を負
わなければならない。
（資料等の貸出）
第 9条　資料等の貸出を受けようとする者は、貸出許可申請書（様式第 3号）を館長に提出し、
その許可を受けなければならない。
2　館長は、前項に規定する貸出許可申請書の提出があったときは、審査のうえ貸出許可書
（様式第 4号）を交付する。ただし、重要文化財及びこれに準ずる資料については、委
員会を開催し、その意見を聴いて決定しなければならない。
3　館長は、管理上支障がある場合には、前項に規定する許可を取り消すことができる。
4　第 2項の規定による許可を受けた者は、貸出期間中の保管及び貸出に伴うすべての経費
を負担する。また、別に定める所定の使用料を博物館に納入しなければならない。
5　貸出期間中に貸出品が棄損し、又は滅失した場合は、貸出を受けた者が損害賠償の義務
を負わなければならない。
6　重要文化財指定及びこれに準ずる資料の貸出に伴う公開期間は、延べ60日以内とする。
ただし、館長が必要あると認めた場合には、委員会の意見を聴いて貸出に伴う公開期間
を変更することができる。
第10条　削除
（撮影等の許可）
第11条　資料等の撮影、模写、模造等をしようとする者は、撮影等許可申請書（様式第 5号）を
館長に提出し、その許可を受けなければならない。
2　館長は、前項の撮影等許可申請書の提出があったときは、審査のうえ撮影等許可書（様
式第 6号）を交付する。ただし、重要文化財及びこれに準ずる資料については、委員会
を開催し、その意見を聴いて決定しなければならない。
3　館長は、管理上支障がある場合には、前項に規定する許可を取り消すことができる。
4　第 2項の規定による許可を受けた者は、撮影等で、資料等を棄損した場合、損害賠償の
義務を負わなければならない。また、別に定める所定の使用料を博物館に納入しなけれ
ばならない。
（資料等の借入）
第12条　館長は、資料等を借入れたときには、所有者に借用書（様式第 7号）を交付する。
（受贈）
第13条　資料等の受贈については、別に定める。
（寄託）
第14条　資料等を寄託しようとする者は、その品目、点数、期間等を、寄託申込書（様式第 8号）
に記入のうえ、館長に提出するものとする。
2　館長は、前項の規定による寄託の申出があった場合は、委員会を開催し、受入れを決定
したものについては意見を付し理事会に進達しなければならない。
3　館長は、資料等の寄託を受けたときは、寄託者に対して当該資料等の目録を交付するも
のとする。
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関西大学博物館自己点検・評価委員会規程
 制定　平成 8年 1月26日
（設　置）
第 1条　関西大学博物館（以下「博物館」という。）に、関西大学博物館規程第12条の規定に基
づき、関西大学博物館自己点検・評価委員会（以下「委員会」という。）を置く。
（目　的）
第 2条　委員会は、博物館の目的及びその使命を達成するため、博物館における教育研究の支援
活動及び管理運営について自己点検・評価を行う。
（構　成）
第 3条　委員会は、次の者をもって構成する。
⑴　博物館運営委員のうちから博物館長が指名する者　若干名
⑵　博物館事務長
⑶　学芸員　若干名
2　委員会は、特に必要がある場合、2名以内に限り博物館運営委員会（以下「運営委員会」
という。）の議を経て、大学内外の学識経験者に委員を委嘱することができる。
（任　期）
第 4条　委員の任期は 2年とする。ただし、再任を妨げない。
2　委員に欠員が生じたときは、補充しなければならない。この場合において、後任者の任
期は、前任者の残任期間とする。
4　寄託を受けた資料等については、万全の注意をもって保管しなければならない。
（高松塚古墳壁画再現展示室）
第15条　高松塚古墳壁画再現展示室の管理運営上必要な事項については、別に定める。
附　則
この細則は、平成 6年 4月 1日から施行する。
附　則
この細則（改正）は、平成 8年 4月 1日から施行する。
附　則
この細則（改正）は、平成10年 4 月 1 日から施行する。
附　則
この細則（改正）は、平成20年 3 月11日から施行する。
附　則
この細則（改正）は、平成23年 5 月13日から施行し、平成23年 4 月 1 日から適用する。
様式（省略）
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（委員長及び副委員長）
第 5条　委員会に、委員長及び副委員長を置く。
2　委員長は、第 3条第 1項第 1号の委員の中から互選により選出する。
3　副委員長は、第 3条第 1項第 1号の委員の中から委員長が指名する。
（運　営）
第 6条　委員会は、委員長が招集し、議長となる。
2　委員長に事故あるときは、副委員長がその職務を代行する。
3　委員会は、全委員の過半数の出席をもって成立し、委員会の議事は出席委員の過半数の
同意をもって決する。ただし、可否同数のときは、議長の決するところによる。
4　委員会は、必要に応じて委員以外の者に出席を求め、その意見を聴くことができる。
（職掌事項）
第 7条　委員会は、自己点検・評価に関し、次の事項を審議決定し、実施する。
⑴　自己点検・評価方針の立案
⑵　自己点検・評価の実施及び報告書の作成
⑶　その他自己点検・評価及び第三者評価に必要な事項
（結果の報告）
第 8条　委員会は、自己点検・評価結果の報告書を作成し、館長に提出する。
2　前項の報告書は、館長がこれに意見を付し、運営委員会の議を経て公表する。
（事　務）
第 9条　委員会の事務は、博物館事務室が行う。
（補　則）
第10条　この規程に定めるもののほか、博物館の自己点検・評価に関し必要な事項は、委員会の
議を経て運営委員会で決定する。
附　則
　この規程は、平成 8年 4月 1日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成15年 4 月 1 日から施行する。
附　則
　この規程（改正）は、平成25年 4 月 1 日から施行する。
高松塚古墳壁画再現展示室運営内規
 制定　平成20年 3 月12日
（趣　旨）
第 1条　この内規は、博物館規程細則第15条の規定に基づき、高松塚古墳壁画再現展示室（以下
「壁画再現展示室」という。）の運営について、必要な事項を定めるものとする。
（開室日）
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第 2条　壁画再現展示室の開室日は、次のとおりとする。
  ⑴　 4月 1日から 7月28日までの月曜日から土曜日まで
  ⑵　 9月21日から12月20日までの月曜日から土曜日まで
  ⑶　 1月 8日から 3月20日までの月曜日から土曜日まで
（開室時間）
第 3条　壁画再現展示室の開室時間は、午前 9時から午後 5時までとする。
（休室日）
第 4条　壁画再現展示室の休室日は、第 2条に規定する開室日を除く日のほか、次のとおりとす
る。
  ⑴　国民の祝日に関する法律（昭和23年法律第 178号）に規定する休日
  ⑵　本大学記念日
  ⑶　その他本大学の定める休業日
2　博物館長（以下「館長」という。）は、必要があると認めた場合には、前項に規定する
休室日を変更し、又は臨時に休室日を定めることができる。
（見学料）
第 5条　壁画再現展示室の見学料は、原則として無料とする。
（見学者の義務）
第 6条　見学者は、施設、資料等を棄損し、又は滅失したときは、直ちに館長に届け出てその指
示に従わなければならない。
2　前項に規定する損害に対しては、見学者は損害賠償の義務を負わなければならない。た
だし、事情によりこれを免除又は軽減できる。
3　館長は、壁画再現展示室における教育及び研究活動に支障があると認めた場合には、見
学を許可しないことがある。
（事　務）
第 7条　壁画再現展示室の事務は博物館事務室が行う。
附　則
この内規は、平成20年 3 月11日から施行する。
関西大学博物館非常勤研究員に関する内規
 制定　平成22年 7 月14日
（趣　旨）
第 1条　この内規は、関西大学博物館規程第 4条第 3項の規定に基づき、関西大学博物館に置く
非常勤研究員について、必要な事項を定めるものとする。
（職　務）
第 2条　非常勤研究員は、関西大学博物館規程第 3条に規定する事業を行うにあたり、当該事業
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にかかる調査研究を行うものとする。
（対象者）
第 3条　この内規において、「非常勤研究員」とは、博物館に関連する研究実績を有する者のうち、
科学研究費等外部資金を申請する研究者で博物館運営委員会の議を経て博物館長が委嘱した
者をいう。
2　前項の非常勤研究員は、博士課程前期課程（修士課程を含む。）を修了した者又は同等
以上の研究業績を有する者とする。ただし、博士課程後期課程その他の学籍を有する者
を除く。
（委嘱期間）
第 4条　非常勤研究員の任期は、原則として 4月 1日から翌年 3月31日までの 1年間とする。た
だし、必要により、年度途中からの任期を認めることができ、この場合の任期は、当該年度
の年度末までとする。
2　非常勤研究員は、再任することができる。
（研究報告）
第 5条　非常勤研究員は、毎年度末までに研究成果を館長あて報告するものとする。
（処　遇）
第 6条　非常勤研究員は、関西大学博物館非常勤研究員の呼称を使用することができる。
（事　務）
第 7条　この内規に関する事務は、博物館事務室が行う。
附　則
　この内規は、平成22年 7 月14日から施行し、平成22年 5 月 1 日から適用する。
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